
１２月１７日（火）に、総合ビジネス科・電子機械科による課題研究発表会が本

校体育館で実施されました。 

ご来校いただきました保護者並びにご来賓の方々、ご多忙の中、出席いただきま

してありがとうございました。 

 課題研究は、年間を通して答えのない課題に対して、仮説を立て、「製作・調

査・研究」の成果を発表することにより、プレゼンテーション能力を高め、取り

組みに対する自己評価を行っていく科目となっております。 

３年生は、この約半年をかけて行ってきた活動を披露する場として課題研究発表

会を毎年行っております。 

発表してくれた生徒たちは、自分たちが３年間かけて身に付けたビジネススキル

や加工技術などを駆使して、地域との連携・活性化を進めるための取り組みを試

行錯誤して、取り組んできたことをわかりやすく丁寧に発表してくれました。 

 １・２年生の皆さんは、今回の発表を聞いたことで３年生の経験や成果を引き

継ぎ、AIが仕事を奪う時代に必要とされる人材として成長してくれることでしょ

う。 

終わりに、今後とも地域･企業の皆様、本校の課題研究にぜひご協力ください。                    
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新年のご挨拶 

       

課題研究発表会 

  本年もよろしくお願いいたします。   

 今年は、昨年と異なり、年末年始にかけての降雪量が少なく、例年行われているスキー授業の実施場所や回数の変更が余儀なく

なるなど、近年世界的に対応を迫られている気候変動の影響が現れていることを感じさせられる新年となりました。 

 さて、現在３年生は、就職希望者においては、昨年９月から入社試験が解禁されると同時に本番を迎えた活動を乗り越え順調に

進路決定してきています。また、進学希望者は、ＡＯ入試や各種推薦入試等を突破し続々と進路決定していく中で、１月１８日、

１９日に実施された大学入試共通テストに臨んだところです。今後は、２月以降に実施される２次試験突破を目指し、最後まで諦

めず努力を続けてほしいと思います。 

 また、１・２年生は、令和６年度のまとめの時期を迎え、年度当初に立てた目標の達成具合を点検・振り返るとともに、次年度

に向けて新たな目標を立て、その実現に向けた具体的な取組計画を考える時期として、残り約２ヶ月余りの期間を充実した時間と

してほしいと思います。 

 最後になりますが、生徒たちが充実した高校生活を過ごすとともに、これからの社会で求められる資質能力を身に付けるため、

紋高教職員一同これからも一丸となり全力でサポートして参りますので、保護者、地域の皆様たちにおかれましても、本校の教育

活動に対しまして、引き続き変わらぬご理解・ご協力をお願い申し上げます。               校長 森田 泰史 

 

 

１１月７日（木）・８日（金）の２日間、紋別市内にある２６カ所の各事業所

に本校２年生の総合ビジネス科・電子機械科全員と普通科の希望者１５名がイン

ターンシップに参加しました。 

そのインターンシップ報告会が、１２月１９日（木）に報告会が本校体育館に

て１・２年生向けに開催されました。ご来賓として、複数の企業の方が来校して

くださり、生徒は、自分たちが学んだ経験をしっかりと伝えていました。 

紋別公共職業安定所の髙見様から、「コミュニケーションの大切さ」や「報

告・連絡・相談の重要性」を報告を聞いていた１・２年生に向けてアドバイスを

いただきました。 

進路を控えている２年生にはとても心に響いている様子でした。２年生におい

ては、進路活動が目前に迫っているため、今回のインターンシップ報告会での体

験談を生かしてほしいと思います。 

終わりに、インターンシップを快く受け入れていただきました各企業の皆様、

報告会に出席いただきましたご来賓の皆様に心よりお礼申し上げます。 
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